
 

       

     

 

 

 

 

 

暖冬が続いています 

館長 藤田 一彦 

「仰げば高し 立山の 尊きすがた 雄々しくて…」と蟹谷小学校の校歌にも歌われるよ

うに、雪をいただいた立山の峰々が神々しく輝いています。雪の大谷では昨年よりも積雪が

多かったとか。 

とはいうものの、下界では暖冬が続いています。積雪がないだけでなく、昨年ならばこの

時期にはもう姿を見せていたメジロやイカル、アトリ、ジョウビタキ等々の小鳥も見かけて

いません。このままいけば、害虫が増えたり、水不足が予想されたりして、農業にも影響が

出るのではないかと心配していらっしゃる方も多いでしょう。 

薮波川にも影響があるのでしょうか。これまで１０数年水質調査やホタルの観賞会を続け

てきていますが、幸い、水質に大きな変化はなく良好に保たれております。それでも、魚な

どの水生生物は数が減っているようです。ホタルも昨年はたくさん飛んでいましたが、以前

に比べるとまだまだ少ないということです。（ただ、暖冬になるとホタルの出現が早いという

情報もあります。）今後も観察を続けて、環境と生き物の関係を考えていきたいと思います。 

 

個人的には暖冬はありがたいのですが、その反面、夏の暑さが気になります。ほどほどで

ありますように…。 
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